
驚クレアな体験談 ～World 見聞録～

CLAIR経験者からの
メッセージ

・ ・

外国人でいることは意外にきつい
ソウル赴任直後の私は経理担当として銀行で大量の札
束をおろしていました。韓国と北朝鮮の軍事的緊張が高
まった頃で、万が一に備えて職員の帰国旅費を事務所に
準備せよ、との業務命令を受けたのです。海外ではこう
した危機のほか、個人的な不安やストレス、体調悪化、
そして差別とも無縁ではありません。

クレアから得られる安心と負担軽減
海外の独自事務所や姉妹都市の役所などに派遣されて
いる自治体職員の方々と交流を持つ中で、クレア職員と
その派遣元は各種のサポートやチャンスに恵まれている
ことに気づきました。
●クレアは組織的に職員を大切にする
クレアには語学をはじめとする各種の研修や、先輩か
ら引き継がれた「海外赴任虎の巻」までも用意されてい
ます。前述のように危機管理にも対応。事務所の韓国人
スタッフも優秀かつ協力的で、怪しい人物が侵入してき
そうなところをうまく対処し、職員の安全を守ってくれ
たこともありました。
●クレアでは事業を通じて効率的に学べる
クレアには仕事がきちんと用意されています。その仕
事を通じて職員は現地の人とつながりを持ったり、時に
は、文化の差異に苦しんだりすることもできます。
●クレアは職員の派遣元を大切にする
クレアでは、「派遣元推し」の広報活動が可能です。
そのおかげで、三重県内で学んだ元留学生と知り合った
り、県人会の情報を得たりなどすることができました。

外国人住民を迎える立場になって
クレアの助成金を活用した「外国人リポーター」事業

は、ソウルで得た知見が発想の源になりました。しかし
それ以上に、海外経験は多文化共生の業務における根幹
で役立ちます。イチロー選手は引退会見で「外国人に
なったことで人の心を慮ったり、人の痛みを想像した」
と言いました。そのことばが腹に落ちるのは、私が当時
マイノリティとしてもがきはしたものの、周囲に支えら
れ一定の余裕を持つことができていたからであり、今に
なってそのありがたみをさらに実感しています。

三重県環境生活部ダイバーシティ社会推進課　加藤　桂子

外国人になって思い知ること
〜クレアを薦める３つの理由〜
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2012 年 4月～　クレア東京本部総務部企画調査課　主査
2013年 4月～ 2015年 3月　クレアソウル事務所　所長補佐
2016年 4月～　現職

外国人リポーターたちが三重県内の企業を取材した様子や、
アシスタントと一緒に作成した多言語の記事はウェブでご覧
になれます。http://mieinfo.comでは「外国人が活躍する
企業」のシリーズで掲載しています
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